第2回　南寿の里　雲の家　カンファレンス記録
平成24年　6月12日（月）
　　場所：雲の家 職員室   　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間：15：00～17：20 　
                                          　           　　　　　　　  記録者：松田久美     　
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※欠席者は必ず目を通し、知らなかったという事の無いようにしましょう。

○連絡事項○

· 使用中T字カミソリの缶に、何本も入っている。１本だけ入れるようにし、使えないものは廃棄物のビンにいれていく。

· 入居者様が、いつでも入浴出来る、という意識付けを職員がしていく。入居者様が自らお風呂に入りたいと言って頂けるような環境作りをしていく。

· 入浴は行事の時には入らなくていいということではない。職員の都合で入れないということがないようにしていく。一人でも入浴できるように配慮していく。

· 食事の際に職員が動いていると、入居者様からすると不快な思いをする、気を使うという可能性があるため、昼食はなるべく入居者様と一緒に摂る様にする。食事をとらないのであれば、隣に座り水分を摂取するだけでもよい。仕事をするなら、見えないところで仕事をするように気を配る。
· 衣類の戻し間違いが増えている。名前チェックを確実に行い、名前が薄くなっていたら書くようにする。
· 最近食堂床の汚れが目立ってきている。昼食後にも汚れている所を雑巾で拭くだけでも行なう。また、掃除を行なわなければいけないところがこまめに出来ていないのが現状。ピックアップして掃除する日を決めていく。
○入居者様について○

· 江刺家クニ様の夜間のパットについて、日中用のパット＋夜用のパットの２枚で対応しているが、夜間のトイレ誘導の際に、夜用のパットは少量しか濡れていないことが多く、また、コスト面も考え、夜用のパットのみで対応していく。失禁が増えるようであれば再び考えていく。また、起床時に夜用のパットが濡れていないことがあるが、その際にはそのまま夜用のパットを着用して頂き、日中濡れていたら取り替えることとする。

· 掻き傷がある貝吹正夫様と津嶋トミ様の患部は入浴時には手で洗うようにし、少しでも早く治るように努めていく。

○事故について○

· 誰になにが起きてもおかしくない状況だということを今一度確認する。

· 巡視・見守りの強化だけではなく、先を読んだ行動をして分析をしていく。

· Ｍシェルは職員全員で考え、あらゆる視点から事故を考え、以後起こらないようにしていく。

○食事時間について○

· 家族の意向（夕食が少し早い）、入居者様の意向（活動時間を増やす）を考えて少しでも夕食提供時間を遅くしていく。入居者様の混乱を考え少しずつ遅くしていき（10日区切りで5分ずつ遅くしていく）、最終的に17時20分提供にできるようにしていく。

○各担当より○

・食事→水分摂取量を記載する表の下に食事に対しての意見を書くスペースを作り、気付いた事があったらその都度書いていく。
・食事摂取量観察の方は固定せず、観察必要な方の名前を書き込めるように書式を変えていく。

